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　　　　　　　　　　　Zenji　KATAGATA1 ）
　 Yoshihiro　MAEDA2 ）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 Abstract

　This　paper 　discribs　a　new 　concept 　of　Visua1−Sound　Environment，，　and 　considers　its　informatiorl　culture ．

An 　interdisciprinary　organization 　
” FORUM 　2002”are 　formed　by　experts 　of 　many 　creative 　specialties

，
　and

this　organization 　proposed 　a　new 　concept 　of　human 　environment 　mamed 　
ctVisual ・Sound　Environment”．

composed 　of　fine　art　and 　technology
，
　especially 　visual ，　sound 　and 　computer 　system ．

1　 まえが き

　本論文 は
， わが 国に お ける ビデオ映像 シ ス テム

の 発展 を ふ まえ て 1982年に 筆者ら が 提唱 ， 実践 し

た 「視響環境」 （Visual−Sound　Environment ）の

構築が 情報文化の 形式 とそ の 発展 に どの ような意

義を もつ か を考察 す る もの で ある。

　 まず ， 視響環境 とは何か ， そ の 概念形成 を明 ら

か に し ， 筆者が そ れ を提唱 した 背景 に つ い て述 べ

る。続 い て ， 視響環境 を具体化し こ れ を推進 し た

組織 「FORUM 　2002」と その 活動の 系譜 をた ど り ，

そ れ を通 じ て 情報文化の 形式お よび社会に 与えた

影響 を構造的 に あ き らか に す る。

2　 視響環 境の 提唱

2．1　視響環 境 の 定義

　 「視響」 と い う言葉 は 「広辞苑』に も出て い な

い 造語で ある 。 片方善治は 「視響環境論」 を次 の

よ うに提唱 して い る ［1
．
。

　 「視響環境
一

こ れ は文字 ど お り，ビジ ュ ア ル

な もの を視 る 目と ， 響 （サ ウ ン ド）を聞 く耳 に訴

え る環境で ある 。 絵画 ， 写真， 映画，
テ レ ビ

，
ビ
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デオ ， CG （コ ン ピ ュ
ータ ・グ ラ フ ィ ッ ク ス ）と

視覚 に 訴 える手段 は驚 くべ き進歩を とげた 。 歌唱 ，

演奏 ， 電子音楽 ， デジタル サ ウン ド と， 聴覚 に 訴

え る 手段 も また驚 くべ き進歩を とげた 。
こ れ ら視

覚 ， 聴覚に訴 え る手段 を使い ，技術 に 工 夫 をこ ら

せ ば ， 音 と光 ， 形 と色 ， 響 き と動 きは ， ほ とん ど

思 い の ま ま に創造 で き る時代に な っ て い る 。 こ の

よ うに し て 創造 する環境 に は ， 視響環境 の名 がふ

さわ しい
。 」

　片方善治 は
，

さ ら に環境創造 に お ける視 と響 の

役割 りの重要性に着目し ， 「視響環境」の 現代社会

に お ける必然性 を次の よ うに 指摘 した 。

　 「環境 に は ， 自然環境 と人 工環境 が ある 。 自然

環境 と人 工 環境の 二 つ の か か わ りあ い の 中で の

み ， 現代人の 生活が あ り得 る 。 だか ら人工 環境 に

対す る 関心 は
， も っ と も っ と集め られ な けれ ば な

らな い の だ 。 しか も，
い まは か つ て の 視聴 の 技術

よりもさ らに広 い 技術 が応用 で き る時代にな っ て

い る 。 目に 見え る可視光線の 範囲 を超 え て
， 紫外

線や X 線 ， また赤外線や 電波を応用 す る こ とが で

きる時代だ 。 耳 に 聞 こ える範 囲を超 えたサ ウ ン ド

をデ ザ イ ン す る 時代で もある 。
コ ン ピ ュ

ー
タ ・グ

ラ フ ィ ッ ク ス
，

マ ル チ イ メージ ，
レ ーザ ー，シ ン

セ サ イザーな どの テ ク ノ ロ ジー
を ， 文学や芸術の

表現方法 と結びつ け て ， 新し い 人工 環境を創造 し

て い くこ と が で きる。 こ の総称 を私 は ， 視響環境

として提案した の で ある 。 音 と光， 形 と色 ， 響 き
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と動 き
一 これ ら を現代技術で統

一的に とらえ て

よ りよ い 環境づ く りを しよ う 。 こ れ に よ っ て リ ビ

ン グを ，
シ ョ ッ プ を ， タウ ン を ，

コ ミ ュ ニ テ ィ を，

つ ま り人 間が生 きて い くこ の 空間 を，も っ と楽し

い もの に 創 りあげようとい うの が視響環境 な の で

ある 。 」［i｝

　以上 の ような視響環境 の 提唱を具 現化 す るた

め ， 1982年 3月 に 「FORUM 　2002」が組織 化 され

た 。

2．2 視響環境 を実現す る た め の 組織

　1982年 3月25日 ， 「FORUM 　2002」が発 足 した 。

「21世紀の 情報 と文化を考え る」こ とを 目的に
， 映

像 ・音楽 ・写真 。建築 ・文学 ・情報 ・科学 ・シ ス

テ ム ・メ デ ィ ア な ど幅 ひ ろ い ジ ャ ン ル の ク リエ ー

タ
ー

，
プ ロ デ ュ

ーサー，ジ ャ
ーナ リ ス ト， 学識者 ，

研究者な ど約 50名が参加 「FORUM 　2002」は ク ロ

ス オ
ーバ ー

な情報交流 と実験の ひ ろ ぼ として活動

を開始 した 。 「2002」とは ， 西暦2002年 を意味 して

い る 。

　発足時の 運営委員は 表 1 の と お りで あ っ た 。

　 FORUM 　2002の 設立構想は ， 日本の ビデオ文化

の 発展 と深 くか かわ っ て い る 。

　 1975年 4 月， ソ ニ
ー

が ％イ ン チ ，
べ 一タマ ッ ク

ス 方式の カ セ ッ ト VTR を ， 76年 9 月 ， 日本ビ ク

ターが VHS 方式の
i
／L イ ン チ カ セ ッ トVTR をそ

れ ぞれ 発売に ふ み切 っ た こ とか ら ， 日本にお け る

ビデ オ利用は ， それ まで の教育 ， 産業分野 中心の

ア プ リケ
ー

シ ョ ン か ら，
い っ 気 に家庭に お け る利

用 （ホ ーム ユ
ー

ス ）が進展 した。そして ビデ オデ ッ

キの 急速 な普及 と ともに ， 映像 と音楽を ワ ン パ ッ

ケ ージ に した ，
い わ ゆ る ビデオ ソ フ トが 新 し い メ

デ ィ ア として 浮上 して きた。こ れ ら の ビ デ オ ソ フ

表 1　 FORUM 　 2002運営委 員

トは ， 日本の 情報 と文化に大 きな影響 を与 える よ

う に な っ た 。 すな わ ち ，
ビ デオ に よ る情報 の 生成

記録 ， 伝達， 応用等は社会の新 しい コ ミ ュ ニ ケ
ー

シ ョ ン の 様式 を形成 し ， また ビ デオ に よる創造的

な活動や創作 ・表現は新し い ア
ー ト・ム

ーブメ ン

トを うなが した、さ らに ビ デ オ を中心 とする映像

シ ス テ ム の 導入 に よ っ て ， 住宅 ， オ フ ィ ス
， 公共・

商業空間等 の 視覚的な環境の 多様化 や情報化が 促

進 され た 。 さ らに 1980年代 に入 っ て ，エ レ ク トロ

ニ ク ス
，

コ ン ピ ュ
ータ ，

コ ミ ュ ニ ケ
ーシ ョ ン の テ

ク ノ ロ ジーが相互 に関連 を もちな が ら急速に発展

して い っ た こ と が ，ビ デ オ技術 を著し く進歩 させ ，

そ れ に と もな い ビデオ文 化 は ます ます成熟 して

い っ た 。

　筆者は ，
こ の ような ビデオ文化の 普及啓蒙活動

に参画 し ， 1970年代の 後半か ら80隼代の 前半に か

け て ， た とえ ば表 2 に 示 すよ うな実験的イ ベ ン ト

を企画 ・実施 した 。

　 表 2 の よ うな ビ デオ文化 の 普 及活動 を通 じ映

像 ・ 音楽 ・写真 ・情報 ・メ デ ィ ア な ど広範 な分野

の 専門家 と の 人的ネ ッ トワ
ー

クが形成され ， 片方

善治 を発起人代表に 「21世紀の情報と文化 を考 え

る会 ・　FORUM 　20021 が結成 され る に 至 っ た の で

あ る 。

　 「FORUM 　2002」の 設 立趣 旨書で は そ の 設立の

目的を次の よ うに記 して い る。

　　「80年代の め ま ぐる し い
．
変革の 中で ， 豊か な 21

世紀社会の 構築の た め に
， 情報化 や文化創造の 諸

問題 に つ い て 学際的な視野と ， ク ロ ス オ
ーバ ーな

ス タ ン ス で積極的 に 提 言 し行動 す る 多領 域ス ペ

シ ャ リス トの つ どい と して 『FORUM 　2002』を結

表 2 　 ビ デ オ文化 の 普及啓蒙の イ ベ ン ト

代表　片方善治 （シ ス テ ム 研究 セ ン ター
理事長）

委 員　塚原琢哉 （写真家〉

　 　 加藤 正 （画家）

　 　 lll口 樹ノぞ　（詩丿丶）

　　 立 石 雄三 （ジ ャ
ーナ リス ト） （故 人 ）

　 　 河 口 洋一郎　（CG 作家）

　 　 野 地 朱 真 （CG 作 家 ）

　 　 前 田 義寛 （事務局長 ）

対象 イ ベ ン ト名称 内　　　 容 場所

市　民 ビ デ オ コ ン

サ
ー

ト

ク ラ シ ッ ク 音 楽 フ ァ ン を 集 め ，べ 一・ト
・・

ヴ ・．ろ モ
．一

ツ ・ 脚 鮒 の 作 品 を ビ デ オ 1赧 錙

鑑賞　 　 　 　 　 　 　 　 i

郡 山市

ヤ ン グ ビ デ オテ ィ
ー

チイ ン

音楽・映 徴を パ
ッ ケ

ー
ジ 化 したイ メ

ー
ジ ビ

デオ作 品 「ヌ ス トロ ジー」 （三保 敬太 良19を

公開，占島幸男らが ヤ ン グ と 公開討論

渋　谷

ジ ヤ ン卩
シ ヤ ン

学　生

E
コ

ビデ オ 教堅 安旧 寿明 助教授が 授業に VTR を導入 ，「ヌ

ス トロ ジ・・」 を教 材 に ビ デ ズ 文化 に つ い て

講議

学習院

大学

塵
ビデ オ フ オ

ー
ラ ム

ビデ オ 文化の 礼会的意義，その 将来陀な ど

に つ い て意見 交換 を行 ・
♪た

」、戸 レ

τ
一

クラ
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成する 。 『FORUM 　2002』 は ， 21世紀の情報 と文

化をめ ぐるさ ま ざまな 問題点を次の よ うな視点 か

ら と りあげて い く。

　  高度情報化 （シ ス テ ム
， 社会）の あ り方

　  メ デ ィ ア多様化時代に お ける ク リエ イテ ィ ブ

　　の あ り方

　  ハ イテ ッ ク時代の 人間性

  伝統 と先端テ ク ノ ロ ジー
の 調和

  音 と映像の 未来

　  新し い 情報文化の 創造

  異専門領域 内の ク ロ ス ォ ーバ ー

3　 視響環 境実現 の 系譜

3，1　AVCS の 発展

　 1980年代 に お けるわが 国の エ レ ク トロ ニ ク ス 及

び コ ン ピ ュ
ー

タ の 著 しい 技術進歩は ， 産業・社会・

文化に さ まざ ま な イ ン パ ク トを与 え た 。 視響環境

を実現するた め の 技術基盤 もビデオ ， オ
ーデ ィ オ ，

コ ン ピ ュ
ータな どそれぞ れの 分野で 高機能化 ， 多

様化，複合化 と い っ た方 向へ め ざ ま し く発展 し ，

AVCS （Audio，　Visua1，　Computer　System） と い

うシ ス テ ム 概念 も登 場 し て きた 。 音 と映像 を コ ン

ピ ュ
ー

タ を使 い 自在に 制御 し今ま で に な い 創造的

な 活動や表現領域を ひ ろ げる こ とをを可能 に す る

と い う考え方に よ る もの で あ る 。 視響 環境 は ，

AVCS をと り入れ る こ とに よ っ て ， 具体 的に 実現

されて い っ た 。

3．2　テ クノ ロ ジ ー
と ア ー

ト

　視響環境 を実現す るた め には ， テ ク ノ ロ ジ ー
と

ア
ー

トの シ ス テ ム化 と異専門領域 ク リエ ー
タ ーの

映
像
環
境

　

　

　
　

ア

ー

ト

映
像
情
報

ビ デ オ

ッ トワ
ー

ク

ミ ュ ニ ケーシ ョ ン

ビ デ オ 装置　　　　ビ デ オ 映像 シ ス テ ム

　 　 　 　 テ ク ノ ロ ジー

　 図 1 　テ ク ノ ロ ジ
ー

と ア
ー

ト
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協 同 （学際的）が不可欠で ある
。 テ ク ノ ロ ジーと

ア
ー

トの シ ス テ ム 化 に よ り視響環境 とい う
“
第 2

の 自然
”

を創出す るが ， テ ク ノ ロ ジー
に美学が な

けれ ば
“

第 2 の 自然
”

は 人間に な じむ もの に な ら

な い 。 テク ノ ロ ジー
に お ける美学 は

， テ ク ノ ロ ジー

とア
ー

トが シ ス テ ム 化 す る こ とか ら生 まれ て く

る 。 こ の よ うな シ ス テ ム化 に あた っ て は
，
AVCS

各分野の ア
ー

チス ト， ク リエ
ー

タ
ー

の学際的協 同

（コ ラ ボ レ
ーシ ョ ン ）が 欠か せ なvS

。

　筆者は ， FORUM 　2002を ， テク ノ ロ ジー と ア ー

トの コ ラ ボ レ
ーシ ョ ン の 場 と位置づ け， 図 1の よ

うな分析に よ っ て視響環境の実現をめ ざ した 。

4　 視響環境 の 実験的イベ ン ト

4．1　「視響環境シ リ
ーズ 」の 実施

　筆者 は ， 「高度な AVCS テ ク ノ ロ ジー
と ア ー ト

との 協同が ， 新 しい 形の コ ミ ュ ニ ケーシ ョ ン と，

新 し い 形 の ク リエ イ テ ィ ブ ・ワ ー
ク を可能 とし ，

そ の 集積が 21世紀 の 情報 と文化 を創造す る 」 と の

仮説 を検証す るため ， 「視響環境 シ リーズ」と題す

る実験的 イ ベ ン トを 1982年 3 月か ら86年 12月 まで

の 5 年間 に 16回実施 した 。 表 3 に 「視響環境 シ リー

ズ」実施記録 を示す 。

（注）FORUM 　2002は ， 「視響環境 シ リ
ーズ 」を実

施 す る に 当 り AVCS メ ーカ ーで あ る 日本 ビ ク

タ ーの 全面的支援 を得た 。 同シ リーズ は「ビク タ
ー

ミ ュ
ージ ッ ク プラ ザ 」 （西武 ス ポー

ツ プ ラ ザ BIG

BOX 　7 階）で 開催 され た 。

4．2　「視響環境宣言」

　 FORUM 　2002は，表 3 に示 すよ うに 16回 に わ た

り視響環境 の 実．験的イ ベ ン トを実施 し各 分野 に大

き な反 響 を 呼 ん だ 。 1987年 3 月 10日 ， FORUM

2002は その結成 5周年 を記念し て 「視響環境の 未

来を語る」 と題 する ス パ イ ラ ル ・ト
ー

ク ・イベ ン

トを開催 し た
。

こ の イ ベ ン トは 「AVCS とア
ー

ト＆テ ク ノ ロ ジー
」 とい うサ ブ タイ トル で 次 の よ

う に 参加 を呼び か けた。

　 「音 ・ 映像 ・コ ン ピ ュ
ータ ・ソ フ トウ エ ア ・ハ

イテ ク ノ ロ ジー・ニ ュ
ー

メ デ ィ ア な ど の 出会い が
，

い ま刺激的な ニ ュ
ー ・カ ル チ ャ

ーを生み 出して い

る。 コ ン ピ ュ
ー

タ＆ コ ミ ュ ニ ケ ー
シ ョ ン の 発達 は

N 工工
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表 4　 参加ス ピーカ ー

区1 ・ ・

1 石 田博康

入鹿 山剛堂

鍛原民治

片方善治

加藤正

田崎和隆

塚原琢哉

野地朱真

前田義寛

三 原晃

齷壁

ソ フ トウ エ

ハ イ テ ク ア

コ ン ピ ュ
ー

（視響環境

ビ ジ ュ ア

デ ジタル サウ ン ド　 1

マ ル チイ メ
ージ

CG ア
ート

コ ミ ュ
ニ ケ ーシ ョ ン

ニ ユ
ーメ デ ィ ア

ビ デ オ アー ト

・∠一
・量捌

表 3　r視 響環 境 シ ll一ズ 」実 施記録

要概鴇8睹勠

繭

飜

嬲

謝
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，
　
挽
　
い

樹

　
ウ

　
，
　
つ

口
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理念系

施設系

一

人 間系

情報文化 の基本構造

情 報系

施設 系

一

デ ザ イ ン 系

「
視響環境 J の

情 報文化的搆造

表現系

伝達系 想像系

厂
電子鬼剣舞」 の

情報文化的構造

図 3　 電子鬼剣舞の 構造

21世紀の 情報 と文化 に ど の よ うなイン パ ク トを与

え るの だ ろ うか 。 また AVC イ ノ ベ ーシ ョ ン は こ

れ か らの 視響環境 を どう変え よ うと し て い る の だ

ろ うか 」。

　表 4 に参加ス ピーカーと発言領域 を示す 。

ス パ イ ラ ル ・ ト
ー

クは ，   コ ン ピ ュ
ー

タ と コ ミ ュ

ニ ケーシ ョ ン の 発展 は これ か ら の 社会環境や 文化

形成 に どの よ うな影響 を及 ぼすか
，   AVCS の進

歩は ， 芸術の 創造的活動 を どう変え て い くだ ろ う

か ，  人 間の た め の 視響環境 をど の よ うに つ くっ

て い くか ， の 3 点に つ い て討論した 。

　FORUM 　2002は 前後 16回に わ た る 「視響環境 シ

リ
ーズ」の 実施 と こ の ス パ イ ラ ル ・ト

ー
ク を通 じ ，

の ぞましい 視響環境の創造 に つ い て 具体的 な提言

を行 っ た 。
FORUM 　2002の 片方代表 は ，

ス パ イ ラ

ル ・トーク の席上，次の ような 「視響環境宣言」

を発表し総括した 。

　（1） 視響環境 は 心 の ネ ッ ト ワ ーク を結合す る
。

　  　視響環境は人間にな じむ 「第 2 の 自然」を

　　　創造す る 。

　（3） 視響環境 は 「学際」の 世界を飛躍させ る

　筆者，（片方）は ， さ きの情報 文化学会第 1 回全

国大会に お け る講演 「情報文化の 構造」に お い て ，

情報文化の 構造 を理 念系 ， 施設系 ， 人間系の 3 つ

の軸で立体化 に と らえ る考え方 を示 した 。 「視響環

境宣言」の 3項 は まさ に こ の 3 っ の 軸 に よ っ て 説

明 され る 。

　すなわ ち，理 念系 は「心の ネ ッ トワ ーク 」，人間

系は 「人間にな じむ第 2の 自然」， 施 設系 は 「学際

の 世界 を飛躍」 と し て対応 さ せ る こ と が で きる の

88

で ある。

5　 イメージ ・コ ンポジシ ョ ン 「電子鬼剣舞」

　筆者は ， 「視響環境シ リ
ーズ」の 実践 を通じて

“

第

2 の 自然
”

の 創造 の 可能性 を示唆し て きたが
， 図

3 で示 した情報文化の 構造 の視点か らみれ ば ， 人

間系の 3軸 （映像 ・文字 ・音声）の うち 「文字」

が 欠落して い た 。 それ は ， 視響環境を実現す る表

現 系の 要素が AVCS で あ り，
主 と し て ビ ジ ュ ア ル

とサ ウ ン ドの 結合 に よ る情報環境で あ っ た こ と に

よる 。 そ こ で 筆者 は 1987年 11月 19日 ， イメージ ・

コ ン ポ ジ シ ョ ン 「電子 鬼剣舞」 を発表 ， 映像 ・ 文

字 ・音声の 3軸 （人 間系）か ら成る作品を こ こ に

完成 させ た 。

　 「電子 鬼剣舞」は ， 東北 ・北上市に 古 くか ら伝

表 5　 「電子鬼剣舞」制作ス タ ッ フ

タ レ ーシ ョ ン

グ ラ フ ィ ッ ク ス

テ ム

デ ィ ネータ

ク ター
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片
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承 され て い る民俗芸 能 「鬼剣舞」を主題 に音声 は ，

電子 系の シ ン セ サ イザ ー ・サ ウ ン ド （田崎和隆）

非電子系の 囃子 と念佛 ， 映像は ， 動画 として ビデ

オ ア
ー ト （山口 勝弘）， コ ン ピ コ ．一タ・グ ラ フ ィ ッ

ク ス （河口洋
一

郎）， 静止 画と して マ ル チ イ メ
ージ

（塚原琢哉），
さ ら に伝統の 鬼剣舞の 群舞 を空 間に

イ ン テグ レ
ー

シ ョ ン す る こ とに よ っ て つ くられ た

ト
ー

タ ル なイ メ ージ ・コ ン ポ ジ シ ョ ン で ある 。

　鬼剣舞は ， 大 同年間 （806〜809） に 羽黒 山の 法

師が 悪魔退散の 念佛踊 りとし て 伝 えた とか ，康平

年間 （1058〜1064）に ， 阿部頼時の子 ， 黒沢尻五

郎正 任が将兵の 凱旋踊 りと して 奨励 した こ と で 普

及 した な どの 諸説が あ るが ， 素朴で勇壮な この 群

舞は 今 日で も人 々 に愛 され ， 伝承 されて い る 東北

の 典型的な民俗舞踊で ある 。

　「電子鬼剣舞」は，伝統の 踊 りの イメージをべ 一

ス に筆者 （片方）が執筆した。物語 は次 の 4 部構

成 とな っ て い る 。 （要約）

　第 1部 〔起〕
一 「大地」一 黄金 の 豊穣一

光が朝を呼ん だ 。 北上川 の た ゆ と う流れ と大地 に育

　くまれた人間の営みが今 EIも始まる 、 4 千年 の 昔の

　ス トー
ン サ ーク ル に 古代人 は何 を祈 っ た の で あ ろ う

　か 。
．
占代 ，

こ の 人 々 に とっ て の 宇宙 は森とそ の
一帯

　で あっ た 、 火を知 り， 水を い か し ， 入 々 は やが て村

　をつ くり町をお こ し た。森 に 代わ っ て こ の 地上 が 宇

宙 と な っ た 。 五穀豊穣 を祈 っ た か い あ っ て ，
い ま北

　上 は豊穣の とき，黄金の 波 が ささ や い て 人 々 を舞わ

　せ る 。

第 2 部〔承 〕一 剣閃一 歓 喜 と加護の 舞 い 一

人間は何度 も宇宙 に 目ざ め た 。宇宙 に め ざ め る た び

に宇宙は ひ ろ が っ て い っ た 。 森 と そ の
一
帯で あ っ た

表 6　 電子鬼剣舞 の 構造

価　　　値
異質の情報の 結合に よ る 創造 的価値 。

アー トと テ ク ノ ロ ジーの 結合に よ る視響環境。

パ ラ ダ イ ム 客観的科学 と主 観的科学の 結合 に よ る デ ュ ア ル ・パ ラ ダ イ ム 。

想

　

像
　
系 記　 　 　号

伝承 さ れ て きた民俗 芸能 シ ン ボ ル とハ イテ ク ・ メ デ ィ ア ・ シ ン ボ ル を結合 した パ

フ ォ
ー

マ ン ス ・ス タイル 。

連　　　繋 衛星放送 に の せ て 各地 の 文化的拠点を結んだ新しい ア
ー

ト環境創造の 提案 に 継承 。

血 　　　　　　　
士

目　　　　　尸 デジタル 的に飛 び は ねな い ように 作曲 した シ ン セ サイザ
ー

に よる音響 シ ス テ ム 。．　
　　F　
［　　，　　」　
‘

文　　　字
人問 ・自然環境 ・祈薦舞の 3 つ を結ん だ伝統芸能を21世紀 へ の メ ッ セ ージ と して

物語化す る 。

表
　
現
　
系

静
止

画

コ ン ピ ュ
ータ ・コ ン トロ ール シ ス テ ム の 6 面マ ル チ ス ラ イ ドに よ る

“
マ ル チ ・イ

メ ージ
”

。画

像 動

画

“

コ ン ピ ュ
ータ ・グ ラ フ ィ ッ ク

”

（Growth　Mode1 ）の作品参加 。

“
ビ デオ ・イ ン ス

タ レ
ー

シ ョ ン
”

非

電

子

太鼓，笛，手び らに よ る演奏。 8人 の 踊 り手 に よ悪魔退散，五穀豊穣をね が う祈

禳舞。

　電
　子
　 メ

　 デ
　 イ

…
ア

電

子

“

マ ル チ ・イ メ
ージ

”

，
“

コ ン ピ ュ
ータ ・グ ラ フ ィ ッ ク

” “

ビ デ オ ・イ ン ス タ レ ー
シ ョ

ン
”“

シ ン セ サ イザ ー”
の 組 み 合わ せ

非
対
話

ス テージ （東京 ・銀座
“

ス ペ ー
ス 1−11−1”

） に お け る
“
鬼剣舞

”
の 公演

　 I

　 i
伝

1
達
系

　 …

　 …

対

話
対

話

ホ
ー

ル 内に 設置 し た モ ニ タ
ー

を介 し ，
ス テ

ージ と観客 と の 映像交流 を図る。

IE
　　 同1

　 　　期

非
同
期

写真 に よ る 記録 ， ビ デオ録画に よ る記録な ど 。

1
同

1 期

ビ デオ 。イ ン ス タ レ ーシ ョ ン と ラ イ ブ ・パ フ ォ
ー

マ ン ス の 組 み 合わ せ をホ
ー

ル 内

モ ニ ターに放映 。

89

N 工工
一Eleotronio 　Library 　



Japan Information-Culture Society

NII-Electronic Library Service

Japan エnformation −Culture 　 Sooiety

宇宙か ら，村 とい う宇宙 ， 町 と い う宇宙へ
。 そ し て

や が て ， 空 に 天 の河 ， 地 に 北上川 とい う宇宙 を考え

る よ うに な っ た。祭 りは ， 町 の 人 々 の ， 郷愁 と共感

を呼ぶ晴れ の 日。悪魔 を退散さ せ ，加護を祈 る剣が

ひ らめ く。

第 3 部〔転〕
一

「成長」
一

生命の み な もと一

一
転 し て こ こ は宇宙の海 。 悪魔退散，五穀豊穣 を祈

る鬼剣舞は，い ま宇宙 の 海に 招 か れ て い る 。 生 物 と

して の 人間の 成長は，さ ま ざま な分野 で 見 る こ とが

で きる。しか し ， そ の み な もと は 生命で ある 。 生命

は ， この 地球 と い う星 に存在す る だ けで はな い
。 地

球以外 の 星 の 中 に も生命は存在 し て い る 。 は る か 銀

河系の か な た ， 宇宙の 海 に も生命が あ り， 成長 の 可

能性を秘め て ，静 か に ふ し ぎな 所作 を繰 りか え し て

い る 。

第 4 部〔結〕
一

「宇宙」　 21世紀 へ の メ ッ セ ー

ジー

夏 の祭 り の か が り火が ， 鬼剣舞 の 衣裳を照 らす。21

世紀 の 鬼た ち が 宇宙ス テ ーシ ョ ン で 反閇 （へ ん ば い ）

を踏 ん で い る。宇宙の 悪魔を 退散さ せ ，五穀豊穣を

祈 る反 閇 の 所作が舞われ る。一
転 ， 瞬間的 に 跳躍 し ，

急テ ン ポ な 素手 の 舞。 御幣は 天 に 向か っ て 投げ られ

る 。 宇宙 ス テー
シ ョ ン で舞 い 踊 る「三 人加護」の フ ィ

ナ ー
レ で あ る 。

　 イメ
ー

ジ ・コ ン ポ ジ シ ョ ン 「電子鬼剣舞」は以

上の物語に よ り構成 され ， 1987年11月 19日， 東京・

銀座に お い て 開催さ れ た 「片方善治 と そ の 世界展」

会場に て初演 ， その後 ， 「北 L市ニ ュ
ー

メデ ィ ア展 」

（1988年 5 月 1 日）， 「横浜博覧会」 （1989年 7 月18

日）で それ ぞ れ公開され た 。

　 「電子鬼剣舞」の制作 ス タ ッ フ を表 5 に示 す 。

　 イ メ
ー

ジ 。コ ン ポ ジ シ ョ ン 「電子鬼剣舞」 は ，

1982年 に提唱 した 「視響環境」 を前述の 情報文化

構造理論に 基 き発展 させ た もの で あ り ， そ の 概念

を図で 示 す と図 3 の よ う に な る 。

　 「電子鬼剣舞 」に 見 る表現系 ， 伝達系， 想像系

は表 6 に示す とお りで あ る。
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6　視響環境 の 社会 に 与 え る 影響

　 視響環磽 は ， 現代 に お ける
“
第 2 の 自然

”
と し

て
， すで に 生活空間 ， オ フ ィ ス 空間 ， 商業空間，

都市空 間の な か に 組込 まれて い る。AVCS の発展

に と もな っ て ，
こ の よ うな空間に お ける視響環境

創造の た め の 多彩な ハ ード ウ エ ア ，
ソ フ トウ エ ア

が ユ ーザー
に経済的に 提供 され る よ う に な っ た 。

　 生活空間 を例 に あげれ ぼ， 人々 は多様な AV シ

ス テ ム や パ ソ コ ン を 自在に あや つ り， 環境 ビ デ オ

や ホ ーム シ ア ターの ような視 響環境 を つ くり あ

げ ， 豊か な くら しを エ ン ジ ョ イ す る こ とが で き る 。

オ フ ィ ス に お い て も，
ア メ ニ テ ィ創造の

一一
環 とし

て視響環境が 構築され つ つ ある 。 過密な都市の な

か で
“

窓の な い オ フ ィ ス
”

に
“
映像 の窓

”
が 取付

けられ ワ ーカ ー
は疑似的な環境 で 疲 れ を癒や す こ

とがで きる 。 デパ ー トや ブ テ ィ ッ ク，レ ス トラ ン

や バ ーに は BGV （バ ッ ク グラ ウ ン ド ビ デオ ， 環境

映像）や電子化さ れた映像空間が 設 け られ ， 商空

間を視 と響で 演出 した り効果的な販 売促進情報 を

提供す る 。 空 港や駅 タ ーミ ナ ル をは じめ 公共空間 ，

駅前広場 や繁華街 な ど で は，建築 ・造形 の な か に

映像シ ス テ ム が組込 まれ ， 動 くサ イ ン ボー ドと し

て ， また都市景観の エ レ メ ン トとして機能を発揮

し て い る 。
こ れ らの 例は ，

い ずれ も筆者の 提唱 し

た視響環境が それ ぞれの ニ ーズ に応 じて具現化さ

れ て い る こ とを示す も の に ほか な らな い
。 その 意

味で ， 視響環境 は，理 論か ら実践 の 時代 へ 入 っ て

い る とい え る 。

　 AVCS の 発展 は ， 視響環境の 普及 を ます ます加

速 し て い くだ ろ う。 さ ら に ，
マ ル チ メ デ ィ ア の 登

場 に よ り， 視響環境 は
一層多様化 して い くで あろ

う 。 そ して視響環境 は情報文化の
一

つ の 形式 とし

て 社会 に 定着 して い く。したが っ て ， 視響環境が

社会 に及 ぼす 影響 に つ い て の 正 し い 認識が求 め ら

れ る こ とは い うまで もな い
。 良質な視響環境の 創

造 こ そ ， 今後 の大 きな課題 な の で ある 。

7　 むす び

　筆者は ， 1982年 に 視響環境を提唱 ，
1982年か ら

86年 に か けて FORUM 　2002に よ る 「視響環境 シ

リ
ー

ズ」 を実施 ， 1987年 に は 「視響環境宣言」 を
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発表す る と と も に ， イ メージ・コ ン ポ ジ シ ョ ン 「電

子鬼剣舞」 を発表 す るな ど ，
マ ル チ メ デ ィ ア時代

に 先が け て
， ア ー トとテ ク ノ ロ ジ ーの 統合 に よ る

“
第 2 の 自然

”
の 創造 を実践 して きた 。

こ れ らの 経

験 を通 して 得 られ た知見 と さ まざ まな分野 の す ぐ

れ た専門家 （ア ー
チ ス ト， ク リ エ ー

ター等） と の

人的 ネ ッ トワ
ー

ク を生か し，さ らに 洗練 された 視

響環境 の 実現 に 向 け て 活動 して い きた い と考 え

る 。

　　 　1987

［2］ 片方善治 と そ の 世 界展実行委員会編 「片方

　　 善治 とそ の 世 界展』， 1987

［3］ 片方善治 「情 報文 化の 構造 」情報文化学会

　　 編 「第 1回全 国大会講 演予稿集』 1993

［4 コ 片方善 治「情報デザイ ン の構造 と創造過 程」

　　 成安造形大学研究紀要　1994

［5 ］ FORUM 　2002事務局 「視響環境 シ リ
ー

ズ 」

　　 記録集 ， 1987

参考文献 1994年 3月28日受理

1994 年 5 月 1 日採録

［1 ］ 片方善治 『シ ス テ ム 工 学 と仏教』佼成出版

　片方 善治 （か た が た 　ぜ ん じ）

　昭和 3 年岩手県北上 市生 まれ 。 昭

　和 53年米国 カー
ネ ギ ー ・メ ロ ン 大

　学卒後 ， 同大学院お よ び コ ロ ン ビ

　ァ 大学大学 院 に 学 ぶ
。

シ ス テ ム エ

t
学専攻 。 工 学博土 （北海道大学）。

NTT ，工学院大 学 ， 菓京 工 業大学を経て ， 現在 シ ス

テ ム 研究セ ン タ ー
理 事長，成安造 形大学教授。

情報文化学 会会長 ， OA 学会副会長，日本創造学 会理

事 。 著書，情報文化 入門 ， 知能 シ ス テ ム 工 学，感性

メ デ ィ ア 論 等多数 。

前 田　義寛 （ま え だ 　よ し ひ ろ）

1935年生 れ 。1961年 ア イ ・ピ ー・エ

イ設立 ， 現在代表取締役 。 季刊 PR

雑 誌 「学際』編 集長 （1967〜73），

．“
季 刊 ビ ジ ネ ス ビ デ オ』編 集 長

（1984）等を経て ， 現在 「FORUM

2002」事務局長 （1982〜）SAVA （ビ ジネ ス ビ デオ

高度利用協議会）常務理 事，助視聴覚教材 セ ン タ
ー

評議員 ，著書『ビ ジ ネス ビ デ オ 入門」（片方 共著）等 。

91

N 工工
一Eleotronio 　Library 　


